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１ はじめに 

 

 私たち３人は、平成２９年度「人材マネジメント部会」に山鹿市として初めて参加

することとなりました。第１期生として、これから始まる部会に対する不安と多くの

自治体職員との交流を楽しみにしていました。 

第１回の部会において、各自治体の状況や参加された経緯等を話し合う機会があり

ました。私たちは総務課からの誘いで参加しましたが、多くの参加者が自ら進んで参

加されている方々でした。そのような自治体は長期的にこの「人材マネジメント部会」

に参加させるため計画的に一つの事業として参加されている様子でした。私たちも山

鹿市の第１期生となり、この部会をどのように進めていくかは不明でしたが自分たち

の役割として、この部会の考え方をどのように伝えていくかを考える必要があると思

いました。 

この「人材マネジメント部会」は３名１チームを基本としていますが、総務課から

の提案で私たち３人以外に有志４名（のちに１名追加）と総務課２名の９名で合同研

究グループを立ち上げ、活動を始めていきました。 
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２ 活動の経過と概要 

 

時期 部会 課題 取組み 

①  

H29.4.28 

 

第 1 回研究会（熊本） 

・部会の狙いを知る 

・ダイアログに慣れる 

 

・組織の現状把握 

・キーパーソン対話 

・組織の誇り及び残念に思う

ことをテーマにキーパーソン

対話 

【市部会 3 回】 

②  

H29.5.30 

 

第 2 回研究会（福岡） 

・価値前提への 

理解を深める 

・変革プランの発表準備 ・キーパーソン対話（再） 

・キーパーソン対話の集約 

・組織の変革に向けた基本シ

ナリオの検討 

【市部会 7 回】 

③  

H29.7.21 

 

第 3 回研究会（熊本） 

・プレゼンテーションⅠ 

・シナリオの再検討 

・アクションによって 

得られた気づき 

・シナリオ発表に向けた作業 

・4 市プレ発表会 

【市部会 4 回】 

④  

H29.8.17 

～18 

 

夏合宿（名古屋） 

・他自治体から学ぶ 

・シナリオの再検討 

・課題、悩みの解決に 

対する取組み 

・シナリオの再検討 

・ゲリラ活動開始（ランチミー

ティング(LM)等） 

【市部会 3 回】 

【LM 7 回】 

⑤  

H29.10.25 

 

第 4 回研究会（熊本） 

・実践と振り返りによる 

気づき、学び 

・シナリオの再検討 

 

・シナリオの再検討 

・ゲリラ活動（ランチミーティ

ング等） 

【LM 12 回】 

⑥  

H30.1.25 

～26 

 

第 5 回研究会（東京） 

・プロセスを振り返る 

・自らにコミットする 

・共同論文作成 ・ゲリラ活動（ランチミーティ

ング等） 

・共同論文検討 

【LM5 回】 
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①第 1 回研究会（熊本）からの取組み 

【課題】「組織の現状把握」・「キーパーソン対話」 

   

 第１回目の部会後に、総務課から「組織課題のテーマ」として１つの提案がありま

した。それは、「働き方改革」がどの企業、自治体にも求められる中、山鹿市において

も残業の常態化が見受けられるというものでした。これまで課題とされていながらも、

その対策に本腰を入れてこなかったためか改善されず、また総務課が時間外勤務縮減

を今年度の目標に掲げていることから、この部会で取り上げ、改善出来ないかという

提案がありました。総務課からの提案も含め「ありたい姿」を求めていくことにしま

した。 

そこで、私たちは「組織・人材のありたい姿」や「組織の現状把握」を見つけるた

めに、「組織の誇りに思うところ」「組織の残念に思うこと」をテーマにキーパーソン

インタビューを行いました。キーパーソンについては、市役所で中心的な存在の５名

の男女幹部職員（次長１名、課長３名、課長補佐１名）と、入退庁記録簿で確認でき

た長期にわたって残業をしている職員（以下「長期残業職員」という。）５名を選出し

ました。インタビューに慣れていないことや説明不足ということもあり、なかなか相

手の意図を引き出すことが出来ませんでした。 

 

 

②第 2 回研究会（福岡））からの取組み 

【課題】「変革プランの発表準備」 

 

変革プランの発表準備のため、再度インタビューを行うことにしました。時間外勤

務縮減を目標に掲げていることから、別の長期残業職員１２名を対象に残業を中心と

した内容で対話を行いました。職員１人ひとりにインタビューを行ったことで、仕事

の整理が苦手な職員や無駄な時間の使い方をしている職員など多くの現状を把握す

ることが出来ました。山鹿市の組織に関しては、「係の連携が出来ている」、「相談しや

すい職場環境である」といった良い意見や「上司の課内統制が無く、個人プレーが多

い職場となっている」など残念な意見など数多くの意見が出されました。 
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【組織の現状】 

 残業の実態については、次のとおりの現状であることがわかりました。 

 

○残業をしている現状の原因 

・窓口や現場の対応に追われ、仕事が手に付かないため、残業は仕方ないという諦め。 

・残業撲滅の施策を行ってきたが、残業の撲滅には至っていない。 

・パソコンの普及により、事務の簡素化・業務改革が進み、仕事のレベルが上がった。 

・上司も担当業務を持っており、隣の職員が何をしているのかさえ分からず仕事を進

めている。 

・課係内の対話も少なく、業務量・仕事の内容及び進め方について把握出来ていない。 

・効率の悪い過ごし方をしている。 

 

○残業の常態化（組織の沈黙） 

・慢性的残業に陥っている職員は残業を悪いと思わない。 

・周囲も残業している人を放置。見て見ぬふり。 

・人員が減り、１人（担当）の責任が重い。 

・昼間は接客対応に追われ、業務に集中出来ない。 

・未整理のままの書類に溢れて埋もれている。 

・仕事の質が上がり、また量も増加している。 
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【組織・人材のありたい姿】 

 私たちは「人を癒し、やる気を与える場所であるパワースポットのように、全ての

地域住民の満足を創り出し、活気あふれる市のシンボルスポットとなる場所が市役所」

であることを理想と考えました。職員も市民も「山鹿に住んで良かった」と心の底か

ら感じ、満足出来る市役所をありたい姿に設定しました。 

 

 

 

 

 

 【取組むアクション】 

 私たちは山鹿市役所がパワースポットとなるように、３つの運動を計画しました。

「しごとメリハリ運動」「しごとダイエット運動」「しごとオープン運動」を基本の大

きな柱としました。 

・残業、組織に対する沈黙を打破するため、市長宣言を皮切りに全庁で取り組む意

識改革。 

 ・「対話による気づき、振り返り」による変化を実感できる活動。 

 ・対話による業務の共有、把握を行うことで仕事の効率化図る。 

このような背景、理由により様々な実践的な取組みに着手することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

山鹿市役所パワースポット化計画 

～イキイキ・ハツラツに働く職員があふれる職場創り～ 
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山鹿市役所パワースポット化計画 

「ＳＩＸＰＡＤ」作戦 

１ しごとメリハリ運動…定時退庁→私生活の充実→良いしごと 

 ・市長による働き方改革の取組宣言 

 ・時間外勤務命令及び入退庁記録簿改革 

 ・運動インストラクターの設置 

 

２ しごとダイエット運動…しごとメタボ解消→しごとの効率化 

     ・しごとの内容及び進め方を洗い出し課内で改善 

     ・しごとの分担、手順、簡素化、削除、外部委託 

 

３ しごとオープン運動…仕事も心もオープンに→しごとの共有化 

     ・マイデスクオープン（机・資料の整理整頓） 

     ・マイジョブオープン（しごとの共有化） 

     ・マイハートオープン（挨拶、笑顔のコミュニケーション） 

 

  

しごとメリハリ

運動

•定時退庁→私生活の充
実→良いしごと

• 市長による働き方改革の
取組宣言

• 時間外勤務命令及び入退
庁記録簿改革

• 運動インストラクターの
設置

しごとダイエット

運動

•しごとメタボ解消
→しごとの効率化

• しごとの内容及び進め方
を洗い出し課内で改善

• しごとの分担、手順、簡
素化、削除、外部委託

しごとオープン

運動

•身も心もオープンに
→しごとの共有化

• マイデスクオープン
（机・資料の整理整頓）

• マイジョブオープン
（しごとの共有化）

• マイハートオープン
（挨拶、笑顔のコミュニケーション）

山鹿市役所パワースポット化計画
『SIXPAD』作戦
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③第 3 回研究会（熊本）からの取組み 

【課題】「シナリオの再検討」・「アクションによって得られた気づき」 

 

 夏合宿に向けて、第３回部会で幹事の皆さんに「泥臭く、具体的なもの」と意見を

いただきましたので、私たちが求める「組織・人材のありたい姿」は何なのか、何回

も対話を重ねて導き出しました。しかしながら第３回部会から期間が短くアクション

の実践には至りませんでしたが、運営委員のご協力により熊本県内４市による合同プ

レ発表会を行うことが出来ました。 

【組織・人材のありたい姿】 

組織像：イキイキ・ハツラツに働く職員があふれ、チームワークを発揮する市民目

線の組織 

職員像：限られた時間で成果を上げる職員・自発的に行動出来る職員 

 

 

④夏合宿（名古屋）からの取組み 

【課題】「シナリオの再検討」・「課題、悩みの解決に対する取組み」 

 

 私たちは「ＳＩＸＰＡＤ」作戦を立て実践活動に移すことになりましたが、夏合宿

を経験して「オフィシャル活動」と「ゲリラ活動」のバランスが重要ということで、

人材マネジメント部会を知ってもらい、私たちの活動を理解してもらうための活動を

開始しました。 

「ゲリラ活動」として、毎週水曜日の昼休みに部会のメンバーでランチミーティン

グを行うこととしました。ミーティング内容は、部会のテーマで対話することもあり

ましたが、市役所内のタイムリーな話題や時事問題など様々な内容に富むものでした。

所属課を跨り情報交換を行ったことで、横の連携はもとより、職員のスキルアップに

寄与することが出来ました。 

「オフィシャル活動」としては、取組むアクションの三本柱「しごとダイエット運

動」としてファイリング・システム1の電子化を取り上げることとしました。 

                                                   
1 ファイリング・システムとは、文書や関係書類を文書書庫で共通に管理するシステムで文書管理の適正化、職

員間の共有化、業務の効率化や限られた環境の有効活用を目的に導入されたもの 
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ファイリング・システムは、導入から時間が過ぎて、理解して活用する職員が減った

ことや文書の量が増えてきた等の問題が生じてきていました。そこで、文書を紙ベー

スで管理していたものを電子データでも管理出来るか検討を行いました。文書管理の

担当課である総務課と電子データの担当課の情報システム広報課の担当係長と担当

者に現状把握や課題について対話を行いました。それぞれの担当課からは業務運営を

行う上で、様々な問題があり大変苦慮していることに気づきました。私たちメンバー

と担当課で内容の検討を行いました。 

  

当初（第 3 回研究会発表時） 変更後（夏合宿発表時） 

 

最終版（第 5 回研究会時） 
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⑤第 4 回研究会（熊本）からの取組み 

【課題】「シナリオの再検討」 

 

ランチミーティングでの対話の積み重ねにより、総務課と情報システム広報課合同

で庁内全課に向けて、「ファイリング・システムを活用した電子データの取扱いにつ

いて」という通知を発出することが出来ました。私たちの活動が組織変革の一歩を踏

み出した瞬間でした。その後、「運動インストラクター」としての活動として、ランチ

ミーティングを活用して庁舎の各階ごとに各課担当者に趣旨説明、進捗状況やアドバ

イスなど積極的に対話を行いました。 
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⑥第 5 回研究会（東京）からの取組み 

【課題】「共同論文作成」 

 

１年間の人材マネジメント部会の活動も終わりが見えてきた東京での研究会を無

事に終え、いよいよ４月当初に掲げた時間外勤務縮減に向けた「しごとメリハリ運動」

について動き始めました。それは時間外勤務の制限、入退庁記録簿による管理、時間

外勤務命令の適正な運用を柱としたものです。 

これまでにも長時間勤務を是正するよう促す通知は総務課から発出されてきまし

たが、職員の働き方を変えるまでの実効性を伴う内容ではありませんでした。しかし、

今回発出する通知は、この１年間で取り組んだ職員へのインタビュー、ランチミーテ

ィングで検討を重ねてでたアイデア等を盛り込み、職員１人ひとりに「変わるんだ」

という思いが伝わる通知になるよう検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（案） 
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３ 次年度に向けた展望 

 

 私たちが計画した３つの施策「ＳＩＸＰＡＤ」作戦は始まったばかりであります。

具体的には、ファイリング・システムの電子化、時間外勤務の制限に関する通知がオ

フィシャルの活動として進んだだけで、当初１番の目標としていた時間外勤務縮減及

び長期残業職員の撲滅がなされたわけではありません。 

来年度も取組むこととなった人材マネジメント部会が山鹿市役所で継続していく

ことは大変嬉しく思いますが、部会の活動について①短期、中期、長期なのか②オフ

ィシャル活動、ゲリラ活動なのか③財源が必要なものなのか、要らないものなのか④

緊急性があるのか、無いのか⑤全庁的なのか、担当課だけなのかなど内容をもっと精

査し、優先順位を付けて活動していきたいと考えています。 

私たち１期生は１年間の反省や思いを、次に続く２期生と対話を行い、横の繋がり

連携を深め、組織変革に共感出来る職員仲間づくりに励んで活きたいと思います。最

後に、人材マネジメント部会で学んだ「地方創生の本丸は人材」をいつまでも心に留

め、「立ち位置を変える」「価値前提で考える」「１人称で捉え語る」「ドミナントロジ

ックを転換する」を大切にし、同じ思いを持つ職員とともに踏み出していきたいと思

います。 
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４ 終わりに 

 

座長 功能 宇治（水道課） 

 

 部会を振り返って、まず北川顧問、井馬部会長、鬼澤部会長代行をはじめ幹事団、

運営委員、マネ友並びに今年度参加者の皆様に感謝申し上げます。 

 平成２９年４月、総務課から早稲田大学人材マネジメント部会への参加要請があり

ました。当然、最初は仕事が忙しいとお断りをしていましたが、担当者の熱意に負け

て引き受けることになりました。最初は「やらされ感」でしかなかった人マネ活動。

しかし、マネ友の活動や会話を積み重ねるうちに「感化」され自分が変化していくの

が感じられました。このような感覚になるのは、入庁した最初の頃と労働組合をがん

ばった時期に似ているような感じがしました。 

 部会の中で一番心に残った言葉は「気づき」（体験学習）、分かってはいましたが「気

づき」は自分を向上させる上で必要であると再認識しました。また、部会研究の中に

は、いろいろなキーワードが出てきますが、その言葉を聴くたびに｢目からうろこ｣で

もう少し若い頃から、このような考えがあったらと残念に感じることが多かったよう

に思います。しかし、今からでも当然遅くないし今から行動しなければならない、私

が感じたように山鹿市の組織を「感化」させ「ありたい姿」にたどり着きたいと強く

思う一年でした。 

 

 

西牟田 真紀（議会事務局）  

 

「組織としてありたい姿はどんなもので、それに向かってあなたはどう進みますか。」

この問いが出されてから、これまで組織としての自分の立ち位置や組織としてのあり

たい姿についてじっくり考えたことがなかったことに気づかされ、悩み続けることに

なっています。現状を充分分析することの大切さ、明確な目標やありたい姿を描かず

に漫然とがんばっているつもりで時間を過ごしてきたことを深く省みました。何人も

のキーパーソンインタビューをしていく中で、それぞれの思いは当たり前に違ってい

て、分かり合えるためにはこちら側も本気で耳を傾け自分の考えもしっかり持ってい
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ないと本気の対話ができず、相手を動かすまでには至らなかったのではと反省しまし

た。 

部会に参加するたびに、どの先生方からも本気の講義をいただき、心を揺さぶられ

ました。また、各地から参加されている仲間も同じように悩みながらも、実践行動に

移しておられるのを見聞きし、私たちも何か動き出そうとランチミーティングを進め

ていく中で、文書とデータのダイエットをしたいという課題に、担当係同士と対話し

たことで互いの日ごろからの悩みと思いが合致し、捜し求めていた一つが見つかった

と嬉しく思った瞬間でした。些細なことでも対話の中に大きなヒントが隠されている

ようで、直接会って多くの人と対話を継続していくことの大切さを感じました。 

まだ活動は始まったばかりで、私たちのありたい姿の正解はどこまでいっても分か

らないかもしれませんが、本当の笑顔があふれる職場･組織を目指す姿勢を見せ続け

て、仲間を増やし続けていきたいと強く思っています。 

 

 

小林 政博（農林整備課） 

 

 北川部会顧問をはじめ、熊本会場を担当された鬼澤部会長代行、加留部幹事、緒方

幹事、大変お世話になりました。派遣元である総務課及び快く部会に参加させてくれ

た農林整備課の皆さま、もちろん、合同研究グループのメンバーの皆さま本当に感謝

申し上げます。第１回部会後は、これから１年間本当にやっていけるのだろうかとい

う不安の気持ちでいっぱいでした。残りの２人のメンバーや他自治体の参加者と鼓舞

し、頑張っていこうと懇親会の席で励ましあったのは今では懐かしい思い出となって

います。部会からの課題テーマ（宿題）に向けて、合同研究グループのメンバーと毎

週集まり、キーパーソンインタビューや議論を重ね、私たちが長期残業職員にならな

いようにと談笑していました。以前に人事の担当者として５年間ほど携わっていて、

人材育成基本方針、研修計画やその他の基本方針を作成していたので、久しぶりに組

織や人材育成について考える機会が出来て楽しさもあり、難しさも感じることが出来

ました。１年間を通して、色々なことに気付き、対話の重要性、そして、組織変革に

向けて少しずつでもいいので、前に進んで行きたいと思います。 

最後に、「私の挑戦は、今始まったばかりである。」 


